
会

'

心
一
^
y
、
ー
ー
、
無

3
、
「
イ

一
、

前
号
に
続
き
、
東
京
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
'
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
機
関
で
あ
る

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
(
以
下
、
 
G
S
社
)

と
協
働
で
2
0
1
0
年
か
ら
{
諾
し
て
い
る
ゴ
ー

ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
・
ギ
ブ
ズ
・
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
 
G
S
社
の
社
中
昂
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
旧
叢
福
祉
築
訣
の
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
分
う
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
の
大

学
涯
十
に
は
大
き
な
壁
が
あ
る
こ
と
キ
L
知
り
、
有

志
で
奨
学
金
を
出
す
な
ど
の
支
援
を
行
っ
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
夕
夕
く

の
子
ど
も
た
ち
が
大
学
涯
子
ヘ
の
夢
を
か
な
え
ら

れ
る
よ
、
つ
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ツ
ク
ス
・
ギ
ブ
ズ

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
十
張
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
支
援

の
規
惇
τ
拡
大
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
貧
困
の
連
鎚
τ
断
ち
切
る
た

め
、
陶
輩
福
祉
築
醜
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
『
進
学
火
援
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
』
、
ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
と
し
た
『
ひ
と
り
親
就
労
十
益
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
』
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し

て
い
る
団
付
の
組
織
力
徐
化
に
社
叩
祭
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
取
り
組
む
『
。
フ
ロ
ボ
ノ
・
。
フ
ロ
ジ
エ
ク
ト
』

の
3
つ
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。

分
回
は
、
児
一
:
里
侶
ネ
止
施
設
の
子
ど
も
た
ち
力
ゞ
ブ

学
に
進
学
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
『
准
f
父
援
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
』
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

.

,

＼
ノ

、
、ノ

、
ナ
オ
:
、
;
,
ゴ
む
、
'

,
六
,
イ
ン
.
一
ノ
ゞ

V

ノ

Y

、

ノ
＼

珍

.

珍
火
、

膨

ノ
ノ6

 
J
/

②
高
校
生
支
援
事
業

本
ホ
畢
で
は
、
大
学
に
進
学
す
る
た
め
四
系

勉
強
を
応
援
す
る
た
め
に
、
高
校
2
年
生
は
年
問

軍
代
、
一
寝
3
年
生
は
さ
ら
に
夏
示
t
 
冬
工
隅

施
設
の
子
ど
も
た
ち
が

大
学
に
進
学
で
き
な
い
理
由

の
費

学
活

生

大
生

制
と

年
費
成

大

四
学
助

<
Y
/

、
、
、
、
ゴ

、
、
ノ
、
子
十
、
ノ
、
ξ
、
4
 
イ

゛
兇
气
J
 
J
/
^
之
゛
 
J
 
、
(
十
J
.
、
、
)
、
、

,
 
Y
、
、
、
、
,
、
、
,
、
メ
一
.
 
J
 
ノ
一
ノ
、
一
、
 
J

ー
、
づ
'
゛
ー
、
、
 
L
1
'
j
 
ぐ
'
"
゛
、
、
'

マ
七
ゴ
、
、
 
1
禽
.
'
,
.
一
1
 
一
く

'
/
 
J
 
イ
キ
、
ノ
ヤ
、
き
'
゛
'
ミ
ー
 
q
 
1

、
、
、
Y
ノ
エ
"
、
ノ
.
、
,
ノ
、
ノ
、
"
く
一
、
'
、
、
ミ
,
'
、
、
ノ
、
゛

ノ
、
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ノ
ノ

ゞ

厚
生
而
省
「
1
一
的
毛
叢
の
現
状
に
つ
1
J

て
」
(
平
成
2
5
年
3
月
版
)
に
ょ
れ
ぱ
、
最
奴
畢

歴
ガ
大
芋
卒
業
以
上
で
あ
る
御
合
は
約
5
4
%
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
東
」
尿
都
内
の
児
童
養
護
施
設

出
身
名
で
は
H
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

立
子
j
.
正
女
法
人
労
耐
⑪
女
策
而
升
究
・
 
1
冴
修
武
識

の
2
0
0
9
年
の
調
査
で
は
、
こ
う
し
た
最
終
孚

歴
の
述
い
は
1
y
入
の
格
差
に
つ
な
が
り
、
J
県
十
と

大
学
・
大
当
院
卒
を
比
較
し
た
場
合
、
生
涯
賃
金

ベ
ー
ス
で
、
男
性
で
4
0
0
0
万
門
女
性
で
は

6
0
0
0
万
円
の
差
が
,
1
Ξ
じ
て
い
ま
す
(
定
年
ま

で
。
退
職
金
を
除
く
)
。

児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
大
学
進
黒
十

が
低
い
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
璽
納
力
で
す
。
施
設

で
一
界
ら
す
子
ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
一
畢
情
で
親

や
{
謬
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
、
太
玉
学
に

つ
い
て
家
族
か
ら
の
ナ
'
が
受
け
ら
れ
な
い
子
ど

も
た
t
う
が
夕
夕
く
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
は
高
校
の
時
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
、
 
1
8
歳

方
缶
、
^
双
を
出
て
い
く
ま
で
に
、
自
〕
乞
ξ
主
力
今
の
た
め

四
質
五
を
だ
け
で
は
な
く
、
^
一
^
の
た
め
の
資
金
、
も

貯
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
、
つ
し
た

子
ど
も
た
ち
の
進
学
を
支
援
す
る
行
政
の
助
成
金

民
間
の
将
て
テ
勺
三
ξ
Σ
も
あ
り
ま
す
力
ゞ
、
雌
ー
ブ
く
参
賢
用

の
一
部
を
補
う
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
は
複
数
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
お
り
、
大
学

/
j
 
}
ノ
ノ

,

ノ
゛

ぢ

に
通
っ
時
間
も
な
く
、
ま
し
て
や
、
サ
ー
ク
ル
や

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
楽
し
む
<
永
裕
は
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

2
つ
め
の
理
由
は
、
施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
タ
タ

カ
ゞ
学
:
習
に
問
是
亘
を
1
包
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
方

設
に
入
る
前
の
不
安
{
疋
な
生
活
の
中
で
は
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通
っ
た
り
、
落
ち
着
い

工
霧
日
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
す
。
行
政
か
ら
も
中
学
生
の
塾
代

へ
の
助
成
金
は
出
て
い
ま
す
が
、
塾
に
通
う
こ
と

が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

太
霊
学
は
無
理
だ
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

'

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
①
大
学
進
学
支
援
事

業
、
 
1
整
支
援
当
木
、
③
中
学
生
支
援
事
業
、

④
小
学
生
轟
事
業
の
4
つ
の
誕
が
生
ま
れ
た

の
で
す
。

『
進
学
支
援
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
』
の
中
の
4
事
業

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
・
キ
ブ
ズ
・
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
 
4
年
問
の
砿
希
が

3
億
4
0
0
0
万
円
と
い
う
巨
大
な
哥
手
業
で
す
。

そ
の
う
ち
の
2
億
4
0
0
0
万
円
が
『
迎
牛
十
蚕

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
』
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
、

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
吠
砕
的
な
デ
ー
タ
を
収
集

分
析
す
る
と
と
も
に
旧
釜
偏
祉
施
設
の
方
々
に
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
を
し
、
ま
た
、
 
N
P
0
や
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
ょ
る
支
援
体
制
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す
る
た
め
に
、

1
ノ

"
希
祉
施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
太
釜
学
を
支
援

①
大
学
進
学
支
援
事
業

大
当
途
妥
援
事
業
は
、
毎
年
3
名
の
奨
学
生

^
圃
栢
^
と
凾
i
1
妾
一
ぐ
盡
ξ
毛
.
し
、
 
4
イ
f
間
の
プ
く
当
^
の
才

聖
萪
全
額
を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
村
、
生
活

費
を
4
年
間
十
希
し
て
お
り
'
李
生
が
あ
る
程

度
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
れ
ぱ
、
無
理
な
く
大
学
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
出
桑
の
特
徴
は
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
あ
り
ま

す
。
墾
剛
の
調
査
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
架
心

を
出
て
一
人
一
甘
し
を
始
め
る
と
、
身
体
的
.

避
済
的
に
不
調
に
な
っ
た
と
き
に
大
学
を

叩
勺

中
退
し
て
し
ま
、
つ
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
杢
巣
で
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

を
本
セ
ン
タ
ー
一
様
用
し
、
架
吹
の
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
ま
で
築
醜
の
子
ど
も
た
ち
は
学
費
を
払
え
そ

う
な
大
学
を
選
ん
で
い
ま
し
た
が
、
本
奨
学
金
を

こ
と
に
ょ
っ
て
、
オ
又
当
に
〒
丁
き
た
い
ブ
く
ぢ
之
に

準
¥
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
将
奉

生
お
設
四
佐
輩
た
ち
の
口
ー
ル
モ
デ
ル
(
模
範

と
な
る
人
)
に
な
り
、
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
か

之
梦
」
で
は
な
く
、
「
現
実
」
と
な
っ
た
の
で
す
。

.
業
の
i
果
昆
亘
レ
L
し
て
は
、
ヲ
乙
ど
も
た
ナ
つ
か

途
中
で
挫
折
し
な
い
た
め
に
、
精
神
的
な
什

ポ
ー
ト
を
強
化
す
る
こ
と
、
体
調
や
<
嚢
の
管
理

の
仕
方
を
教
え
る
こ
と
、
立
女
佼
の
就
労
に
向
け

て
の
支
援
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ゴールドマン・サックス・ギブズ・コミユニティ支援プログラム

「進学支援ブロジエクト』

小学生から段階的な支援を行い、大学進学につなげていく。

イ"

ゴールドマン0サックスとの協働事業
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中学生支援事業には、多くの大学生ボランティアが参加している。
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習
も
追
加
し
た
<
驫
二
一
代
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
一
寝
2
年
生
6
名
七
寝
3
年
生
6

名
の
合
計
1
2
名
が
圭
一
暴
と
面
接
で
選
考
さ
れ
ま

す
。

行
政
か
ら
一
寝
生
ヘ
昼
代
の
助
成
が
鉦
1
J

中
、
大
学
進
学
を
め
t
ゞ
す
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
重
要
な
支
援
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
塾
に
通
う

こ
と
は
、
学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
嘉
子
に
つ
い
て
の
情
都
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
が
得
ら
れ
る
と
大
変
好
評
で
す
。

ま
た
、
上
記
n
傘
生
が
夏
休
み
の
1
日
、

本
木
ヒ
ル
ズ
の
中
に
あ
る
G
S
社
を
訪
問
し
、
社

叩
条
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
模
擬
面
接
や
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
仕
事

や
進
路
に
つ
い
て
、
ま
た
、
困
難
を
乗
り
越
え
て

一
梦
を
ど
の
よ
う
に
,
笑
現
し
て
い
く
か
を
老
三
え
る

「
キ
ャ
リ
ア
・
メ
ン
タ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
課
題
と
し
て
は
、
経
済
的
な
負
担
の

大
き
さ
か
ら
、
 
4
年
生
大
堂
じ
は
な
く
短
大
や
専

門
学
校
ヘ
の
墾
子
や
就
労
を
希
望
す
る
子
ど
も
が

タ
タ
い
こ
と
や
、
近
い
将
来
の
自
立
生
活
の
た
め
に

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
塾
に
通
う

時
間
か
取
れ
な
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
夕
夕
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

学
牛
に
は
塾
代
が
行
政
か
ら
出
て
い
ま
す
が
、
塾

に
行
か
な
い
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

劣
白
が
嫌
い
だ
っ
た
り
、
精
神
的
に
不
安
定
な
淡

況
に
あ
る
た
め
に
塾
に
通
え
な
い
と
い
う
こ
と
が

そ
の
理
由
で
す
。

そ
こ
で
、
史
1
支
梁
棄
で
は
、
 
N
P
0
法

人
キ
ッ
ズ
ド
ア
と
一
輪
し
、
年
間
5
施
設
に
お
い

て
、
大
学
生
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
人
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
半
年
問
月
2
回
ず

つ
、
ほ
ぽ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
体
制
で
楽
し
く
学
習
会

を
行
い
な
が
ら
、
涯
子
姦
飢
を
高
め
て
い
ま
す
。

籾
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
将
来
つ
き
た

い
仕
十
争
や
そ
の
た
め
の
進
路
を
ぢ
ぇ
る
よ
う
な

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
秋
に
は
大
学
の
学
園
祭
を
訪

問
し
た
り
、
ま
た
゛
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
大
学
や

仕
事
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
将
来
の
夢
や
希
望
を

育
ん
で
い
ま
す
。
不
登
校
の
子
ど
も
や
勉
強
葬

い
で
じ
つ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
子
ど
も
も
参
加
し

て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
学
習
は
と
て
も
人

気
が
あ
り
ま
す
。

亘
は
半
年
の
学
!
習
ナ
K
十
妥
力
ξ
糸
冬
わ
っ
た
後
の
対

で
す
。
子
ど
も
た
ち
力
ゞ
訂
直
常
の
撃
工
一
に
通
う
よ
う

に
な
る
か
、
あ
る
い
は
、
架
吹
の
中
に
舞
、
話
な

鬻
白
ナ
'
体
制
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

③
中
学
生
支
援
事
業

大
学
に
進
学
す
る
た
め
に
は
、
一
寝
袈
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
架
醜
の
中

,
一

1闇
N

一

J

会

力
,参

者

輪

一
 
0

二

,
モ

、
一
'

昨
年
、
国
際
奨
口
の
ユ
ニ
七
フ
の
研
究
所
が
発

表
し
た
先
進
諸
国
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
に
つ

い
て
の
調
査
で
は
、
日
本
の
子
ど
も
の
相
対
的
貧

困
率
は
O
E
C
D
 
(
経
済
協
力
開
発
機
構
)
 
3
5
か

国
中
9
番
目
に
」
局
く
、
子
ど
も
の
6
人
に
}
人
力

貧
困
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
児
童

品
祉
施
設
の
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
握
済
仔

的
な
聖
旦
由
で
孝
女
^
育
力
ゞ
七
^
又
け
ら
れ
な
い
日
本
の

子
ど
も
た
ち
キ
」
ど
の
ト
?
つ
に
支
援
し
て
い
く
の

か
、
日
本
社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ぱ

し
ι

な
い
 
1
果
題
で
あ
る
と
い
ぇ
る
で
し
ょ
、
つ
。

.
ロ
ー
ー
一
」

(
東
条
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
)

当
初
4
年
間
の
計
画
で
ス
タ
ー
ト
L
た
再
ナ

支
援
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
』
は
、
既
に
3
年
目
を
迎
え
、

今
後
の
方
向
性
を
人
央
制
し
て
い
ま
す
。
旧
線
構
力

施
設
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
進
学
支
援
を
さ
ら
に
拡

大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 
G
S
社
か
ら
の
支
1
爰
だ

け
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
社
会
か
ら
の
支
援
が
必

要
で
す
。

ま
ず
、
行
政
の
忠
十
生
を
対
象
と
し
た
塾
代
の

助
成
き
局
校
生
に
も
拡
大
し
た
り
、
民
闇
企
業
の

塾
だ
け
で
は
な
く
、
 
N
P
0
に
ょ
る
鍔
白
支
援
に

も
活
用
で
き
な
い
で
し
ょ
、
つ
か
。
子
ど
も
た
ち
は

多
く
の
社
会
人
や
太
釜
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一

緒
に
学
ぶ
こ
と
に
ょ
っ
て
、
学
力
だ
け
で
は
な
く
、

思
春
期
に
も
入
り
、
い
じ
め
や
不
奪
夜
な
ど
の
問

題
も
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
或
璽
で
は
子
ど

も
た
ち
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
を
つ
け
る
こ

と
に
ょ
っ
て
、
学
校
に
通
、
つ
こ
と
が
楽
し
く
な
り
、

学
写
様
が
高
ま
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
 
N
P
0
法

人
J
A
M
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
な
か
ら
、
毎

年
5
S
7
施
設
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(
以
下
、
「
こ
と
ぱ
キ
ャ
ン
プ
」
)

を
全
6
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
数
名
の
職

員
も
参
加
し
な
が
ら
、
ワ
ー
ケ
シ
ョ
ッ
プ
の
稲
菩

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
カ
の
育
て
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

「
こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
L
一
の
実
施
一
則
佐
に
は
、
全
職

昌
夕
τ
対
象
と
し
た
研
修
を
3
回
{
益
し
て
お
り
、

の
^
怠
手
交
や
ブ
丁
法
^
爾
を
方
也
^
醜
'
、
イ
オ
ヌ
で
^
<
有
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
全
く
自
分
の
意
見
を
言
え
な
か
っ
た

J
,
{

.
、

旛

＼

④
小
学
生
支
援
事
業

キ
交
で
の
弓
女
習
カ
ミ
蓮
仙
し
く
な
る
の
は
4
、
ぢ
全
オ
交
3

S
4
年
生
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

y

珍
,

メ
'

嘆
毛

ル
又

方
包
一7

J
1
,
又
一

Ξ
百施5

リ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
話
を
じ
つ
と
し
て
聞

い
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
ゲ
ー
ム

や
お
や
つ
の
時
冏
を
楽
し
み
な
が
ら
、
白
黙
回
に

は
、
,
目
八
刀
の
好
き
な
こ
と
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て

皆
の
前
で
堂
々
と
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
姿
を
見
て
、
架
収
職
員
鳶
靭
し
て
浮

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ユ
ニ

ケ
ー
シ
ヨ
ン
カ
を
ど
、
つ
泌
机
的
に
育
て
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
都
内
の
児
菓
談
施

設
職
員
の
研
修
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
に
入
れ
た
り
、
職

叩
呈
け
で
な
く
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
飢
な
ど
が
老

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
、
つ
か
。

ル
又
一施5

名

九
又

7

自
己
肯
定
咸
ゞ
¥
局
め
た
り
、
仕
事
や
進
学
に
つ
1
J

て
考
え
た
り
、
社
会
性
を
育
む
こ
と
も
で
き
る
か

ら
で
す
。

ま
た
、
多
く
の
人
業
の
社
金
敲
活
動
や
社
員

の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
現
在
、
塾
を
讐
呂
し
て
い
る
企
業
の
社
員

が
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
な
が
ら
、
架
双

の
中
で
聲
1
を
開
催
し
た
り
、
孝
文
材
や
テ
キ
ス
ト
を

学
習
支
援
N
P
0
に
無
料
で
提
供
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
企
業
や
市
民
の
寄
付

に
ょ
る
大
学
進
学
の
た
め
の
奨
学
金
・
助
成
金
が

も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
奨
学
生
が
中
退
せ
ず
に
崟
を
卒
業
し
、
就

労
し
て
い
く
こ
と
を
き
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
も
必
要
で
す
。

進
学
支
援
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
こ
れ
か
ら

対象施設

『進学支援プロジェクト』支援状況(第1期~第2期)

大卓進学支援事条一1 高校生支援事業二中学生支援事業 1 小学生支援事業

対象年齡

※児童福祉施設=児童養護施設、自立援助ホーム、母子生活支援施設、児童自立支援施設

子ども

第1期

職員

児童福祉施設※

恰歳~22歳

第2期

3名

3施設

第1期

3名

3施設

16歳~18歳

第2期

12名

円施設

ム毛十

,ノ゛、゛毛,f

弟1期

U名

""

児童養護施設

12歳~15歳

第2期

46名

高校生支援事業の中で、塾代の支援を受けながら、

美術大学を目指す学生の作品。

1 5施Ξル

ゞ

弗1期

71名

5名

膨,

詠゛W/

第2期

40名

9~12歳

105名

62名

220名

248名

335名

45施設

3] ネットワーク 2013 , 6・フ

ノ、

美表

ネ"ト0ーク 20,3-6・7 30
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